
　日本共産党市議団発行の週刊市議団ニュース

は、今号で５００号を迎えました。２０１１年、東

日本大震災で罹災証明書などの手続きに関する

情報が市民に行き渡らず、市民の役に立つ情報

を届けたいという思いから始まり、年間で約５０

号を発行し、１０年が経過しました。

　駅頭及び一部地域で配布し、「毎週楽しみにし

ている」「八千代市のことがよくわかる」と市民

からの声に励まされてきました。これからも、

市民の目線でしっかり伝えていけるよう取り組

んでまいります。

みなさんに励まされ５００号になりましたみなさんに励まされ５００号になりました

　八千代市の財政はどうなっているのか。千

葉県内では、７番目に財政力がありながら、

市民の暮らし福祉に使われず、ハコモノ・開発

に使われ、市の借金は５１２億円にもなってい

ます。

　日本共産党は、市政の転換で、だれもが安心

して暮らせる八千代市にするために、今後と

も全力で頑張る決意です。　　   （植田 進）

　八千代市は、ワクチン接種に取り組む一方

PCR検査の拡充が進まず、日々感染者が増え

続けています。希望者へのPCR検査を進め、

ワクチン接種との併用で感染拡大を抑え込む

ようにすべきです。この間、日本共産党は新生

児への１０万円支給など実現させてきました。

　今後も市民の暮らしを守るために頑張りま

す。　　　　　　　　　　　    （堀口 明子）

　阿蘇・米本地域の小学校の統廃合問題や少

人数学級実現のために取り組んできました。

　ところが市は、市内の小中学校３３校のうち

２２校を、７校に統廃合する計画を立てていま

す。子どもを犠牲にするような統廃合は許せ

ません。

　子どもの教育を守り、地域コミュニティを

守るために頑張ります。　　　　（伊原 忠）

　コロナ禍によって窮地に立たされている、

中小企業の営業と生業を守るため、第２次持

続化給付金を求めていきます。

　高すぎる東葉高速鉄道の運賃引き下げには、

つくばエキスプレスのように長期債務を無利

子債務に切り替え、長期的な経営安定化と、

コロナ禍による影響を緩和させるべきです。

そして利益の一部を運賃引き下げに回すよう

求めてまいります。　　　　   （飯川 英樹）
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